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Abstract

Theforaywasheldtoidenti危'mushroomspeciesinIriomoteIsland. Thirty-sixparticipantscollectedmushroomsinthe

ver.andaroundtheMareRiverneartheIriomotefieldbetweenGunkan-iwaRockandMariyudo-no-takialongtheUrauchiRiver,andaroundtheMareRiverneartheInomote

station,TropicalandBiosphereResearchCenter,theUniversityoftheRyukyusonJune11,andOhto皿ForestPathonJune12,

2011.Sixty-eightmushroomswereidentifiedand105specimenswerepreservedintheNationalMuseumofNatureandScience.
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はじめに

西表島は，石垣島，竹富島，与那国島など10の有人島と

周辺の無人島とともに八重山諸島を構成し，行政区分では沖

縄県八重山郡竹富町に属する．西表島の最寒月平均気温は

18℃以上で,最少月降水量は60mm以上ある．したがって，

改良ケッペンの気候区分')では，熱帯の熱帯雨林気候区に属

するといえる．一方，沖縄本島は温帯の温暖湿潤気候区に分

類されるが，亜熱帯気候区といわれることが多い．

きのこは，肉眼で明確に確認できる大きさの子実体を形成

する菌類を指す．これまで沖縄本島のきのこ相については，

宮城2.4)による調査,金城ら5)による日本菌学会菌類採集会で

の採集記録がある．一方，西表島・石垣島における菌類につ

いては，宮城6,7)，およびFukiharuandHongô による報告

がある．このほか，宮城9)は西表島，石垣島，尖閣諸島とと

もに，沖縄本島をも含めた調査結果を報告している．根田'0）

は，小笠原諸島，奄美地域とともに沖縄から報告されたハラ

タケ型菌類を目録としてまとめた．さらに，高橋'')によって

石垣島のきのこの記載が進められている．しかし，西表島・

石垣島のきのこ相に関する網羅的知見はいまだ十分ではない．

はたして西表島のきのこ相は沖縄本島と類似性があるのか，

あるいはどこが相違点かという疑問に答える糸口を得るため
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の企画として，西表島でクローズドのきのこ観察会（実行委

員長：根田仁）を開催した．ここでは，本観察会で採集，

鑑定され，国立科学博物館（科博）で保管されているきのこ

について報告する．

きのこ採集と処理方法

1．採集者

根田仁，服部力，細矢剛，保坂健太郎，堀博美，

村上康明，金城一彦，佐々木健志，砂田洋一，波多野英治，

波多野敦子，井本敏和，井本小夜，沖野登美雄，山手万知子，

岩田隆，塩津孝博，三宅純男，橋屋誠，中村直，泉尚

吾，新垣絵理，栗原綾子，吹春俊光，小松知普，茂木紀夫，

伊谷美穂，井上文子，戸井裕孝，余語晶子，山城須賀子，小

野恭生，加島幹夫，吉村剛，小野和子，寺嶋芳江（順不同，

36名）

2採集日，採集場所，標本作製場所

1)2011年6月11日，西表島浦内川上流（軍艦岩からマリユ

ドウの滝まで）および琉球大学熱帯生物圏研究センター西表

研究施設付近マーレー川で採集，同施設別棟IF講義室で標

本を作製．

2）6月12日，大富遊歩道で採集，竹富町離島振興総合セン

ター2F多目的室で標本を作製．

両採集地は，国有林であるため入林許可を要する．環境省

国定公園第2種特別地域に指定されているため，指定植物の

採取・損傷は禁止されている．さらに，保安林（水源酒養，

保健）に指定されているため，立木の伐採，損傷，下草．落

葉・落枝の採取も禁止されている．本観察会では，入林やき

のこ採集の許可を受けた．

3標本作製方法

1）組織

以下のように組織した．

a統括責任者（細矢剛):現場の統括，標本作製行程の管

理とアナウンス，全体的な質問受付と回答．

b)鑑定員（細矢剛，根田仁，服部力，保坂健太郎，村

上康明，吹春俊光，井本敏和）：採集物の同定，標本保存・

写真撮影・DNA抽出の要不要の判定．

c撮影班（吹春俊光，泉尚吾，新垣絵理):標本の撮影．

d)DNA抽出班（保坂健太郎，栗原綾子):抽出処理．

2）同定カード

同定カード(Fig.1,以下カードという）を用意した．採集

者は一人50枚ずつ携行し,採集きのこの種類ごとに1枚記

載した．

3）標本作製手順

a)統括責任者は採集者に,個人的研究に必要な標本を持ち去

るようにアナウンスした．持ち去った標本のカードの採集

者標本希望欄にチェックを入れた．

b鑑定員は，鑑定後，標本として保存すべききのこのカード

上にピンクの標本番号ラベルを置き，標本番号をカードに

書き写した．原則として，1種1個体を証拠標本とした．

c)鑑定員は,DNA抽出が必要な場合，カードの要DNA欄

にチェックを入れ，上には黄色の番号ラベルを置いた．

d)鑑定員は,撮影が必要な標本のカードの要撮影欄にチェッ

クを入れ，上には黄色の無印ラベルを置いた．

e抽出班は,DNA番号ラベルをカードのDNA番号の欄に

書き写した．抽出用に子実体の一部を切り取り，バッファ

ーをいれたチューブに入れた．チューブを番号ラベルと共

にチャック付ポリ袋に入れ，回収した．

0撮影班は，黄色の無印ラベルが置かれたきのこを標本ラベ

ル共に写真撮影した．

g)すべての処理作業終了後，鑑定員らは，標本の要不要とに

分けてカードを回収した．要標本については，標本ラベル

ともに，子実体を紙袋に入れ，熱風乾燥した．

h)乾燥後，複数の袋をまとめてホチキスで留め，より大きい

袋か新聞紙に入れて科博へ郵送した．

i科博で標本‘情報を入力した．

採集・同定結果

本観察会において得られた菌類標本は以下のとおりである．

属より上の分類レベルについてはHibbettetal.^)および

IndexFungorum̂ に従い，分類群のアルファベット順に示

した．種レベルの同定がなされていない標本は，当該属にほ

かの同定種がない場合と，標本がある場合に限り収載した．

標本については，標本番号を［］内に示し，科博の所蔵とし

た．採集地は，以下のように省略し，それ以外は，具体的な

採集地を記した.A=浦内川,B=マーレー川,c=大富．写真

をFig.2.に示す．

1.Ascomycota

Ascomycetes

Leotiomycetidae

Helotiales

Hyaloscyphaceae(Lachnaceae)

Lachnumabnorme(Mont.)J.H.Haines&Spooner

[TNS-F-39720]C

Lac肋umpalmaeiKanouse)Sponner[TNS-F-39729]沖縄

県西表島古見サキシマウソウ群落

Rutstoremiaceae

Djbephalosporarufocornea(Berk.&Broome)Spooner(ニ

セキンカクアカビヨウタケ)[TNS-F-39750]A;

TNS-F-39718]C

Hypocreales

Hypocreaceae

f勿ﾌocreasp.[TNS-F-39713]A

Nectriaceae

Thyronectriapseucわ〃たhiaTNS-F-39716]C

ﾉVectriasp.[TNS-F-39725]C

Pezizales
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Sarcoscyphaceae

Cookeinasp.[TNS-F-39777]C;[TNS-F-39781]C

Rhytismatales

Rhytismataceae

Coccomy'℃essv.[TNS-F-39719]C

Sordariomycetidae

Sordariales

殉rlariaceae

Xylariasp.[TNS-F-39778]C;[TNS-F-39779]C;

[TNS-F-39780]C

Xylariatabacina(J.Kickxf.)Berk.(ハマキタケ）

TNS-F-397841C

Ascomycotainsertaesedis

Orbi"asp.[TNS-F-39723]C

2.Basidiomycota

Basidiomycetes

Agaricales

Agaricaceae

Coprinussv.[TNS-F-39775]A

Amanitaceae

Amanitasp.[TNS-F-39789]C

Amanitavolvata(Peck)Lloyd(フクロツルタケ）

[TNS-F-39744]A

Clavariaceae

Clavariasp.[TNS-F-39764]A;[TNS-F-39765]A

Marasmiaceae

Anthracop〃"umnigiゾ〃m(Lev.)Kalchbr(ネッAnthracop〃"umnigiゾ〃in(Lev.)Kalchbrネッタイカタ

ハ)[TNS-F-39819]C

Lactocollybiacy℃adicola(Joss.)Singer(ウスキカレエダタ

ケ)[TNS-F-39739]B

〃白rasmiussv.[TNS-F-39761]A;[TNS-F-39812]C

ﾊﾉeono妨叩a"usnambi(Speg.)R.H.Petersen&Krisai(シ

ロヒカリタケ)[TNS-F-39773]A;[TNS-F-39774]A

Mycenaceae

肋でenasp.[TNS-F-39824]A;[TNS-F-39783]C

Physalacriaceae

G〃ひcephalasp.[TNS-F-39772]A

Oudemansiellacanarii(Jungh.)Hohn.(ネッタイヌメリ）

TNS-F-39782C

Pleurotaceae

Hohen加eheliasp.[TNS-F-39820]C

Plem℃加sdjamoriRumiph.exFr.)Boediin(トキイロヒラタ

ケ（白))[TNS-F-39808]C

多光urotusjavanicus(Lev.)Singer(シロコカワキタケ）

[TNS-F-39741]沖縄県西表島白浜旧道峠

PleurD〃spulmonarius(Fr.)Quel．（ウスヒラタケ）

[TNS-F-39810]C

Psathyrellaceae

c附加agaricustrisulphuratus(Berk.)Singer

[TNS-F-39759]沖縄県西表島

酌鉱〃2℃"asp.[TNS-F-39758]A;[TNS-F-39785]C;

[TNS-F-39801]C

Strophariaceae

的mnopilussv.[TNS-F-39767]A

Aunculanales

Auriculariaceae

AuribIzなriaauricula(L.)Underw.(キクラケ）

[TNS-F-39788]C

Auriculariapolytiゾセha(Mont.)Sacc.(アラケキクラケ）

[TNS-F-39757]A;[TNS-F-397321A;[TNS-F-39762]A;

[TNS-F-39763]A;[TNS-F-39787]C

Boletales

Boletaceae

乃dopiﾉussv).[TNS-F-39766]B

XG1℃comussp.[TNS-F-39769]B

(キヌハダタケモドキ）

Gomphales

Gomphaceae

Ramariasp.[TNS-F-39733]A

Hymenochaetales

Hymenochaetaceae

C死わmycestabacinus(Mont.)Pat.(キヌハダタケモドキ

[TNS-F-39794]C

Erythi℃my℃escr℃cicreas(Berk.&Broome)Hjortstam&

Ryvarden(キゾメウロコタケ)[TNS-F-39793]C

Phellinusci.giﾉvus(Schwein.)Pat.(ネンドタケ近縁種）

[TNS-F-39796]C

Incertaesedies

乃ic"叩加加｡"r"碗(Jungh.)Comer(ヨソオイサルノコシカケ）

[TNS-F-39742]A;[TNS-F-39745]B

Polyporales

Meripilaceae

R妙加oruscf.lineatus(Pers.)Ryvarden(スルメタケ近縁

種)[TNS-F-39807]C

Meruliaceae

Cymatodermalamellatum(Berk.&M.A.Curtis)D.A.

Reid(ヒダウロコタケ)[TNS-F-39786]C;[TNS-F-39816]C

Polyporaceae

(Polyporaceae)[TNS-F-39734]A;[TNS-F-39756JA;

[TNS-F-39748]沖縄県西表島琉球大西表施設校内

肋Iゾ伽psissp.[TNS-F-39760]B;[TNS-F-39800]C

肋Iゾ伽”sglabroi空巴"s(Lloyd)Ryvarden(コガネカワラタ

tr)[TNS-F-39805]C

Fomitelな功odophaea(Lev.)T.Hatt.(オオスルメタケ）
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TNS-F-39755A

Ganodermamastoporum(Lev.)Pat.(クロガネマンネンタ

ケ)[TNS-F-39795]C

Hexagoniaoi.tenuis{フルイタケ近縁種)[TNS-F-39806]C

Lentinussquari℃s〃u5Mont.(ケガワタケ)[TNS-F-39776]

A;[TNS-F-39822]C;[TNS-F-39802]C

j必とroporusa麓"た(Blume&T.Nees)Kuntze(ウチワタケ）

[TNS-F-39754]A;[TNS-F-39798]C;[TNS-F-39803]C

j必croporusvernicipes(Berk.)Kuntze(ツヤウチワタケ？）

[TNS-F-39790]C;[TNS-F-39791]C;[TNS-F-39804]C

八吃Toporusvinosus(Berk.)Murrill(ブドウタケ）

[TNS-F-39752]A;(ブドウタケ)[TNS-F-39768]A;(ブドウ

タケ)[TNS-F-39797]C

凡z℃zmなﾌoriaoめzりんuca(Berk.)Rwarden(ウズラタケ）

[TNS-F-39814C

肋切ﾌorusgrammocephaん5Berk.(スジウチワタケ）

[TNS-F-39753]A;[TNS-F-39743]B

肋切ﾌorusleprieuriiMont.(ネッタイアシグロタケ）

[TNS-F-398211C

凡切ﾌorustenuibzJﾉU5(p.Beauv.)Fr.(ミナミアシグロタケ）

[TNS-F-398HC

乃没metesorientalis(Yasuda)Imazeki(クジラタケ）

[TNS-F-39735]A;[TNS-F-39770]A;[TNS-F-39736]B;

[TNS-F-39815]C

Russulales

Bondarzewiaceae

4艶ecchericiumsp.[TNS-F-39813]C

陥噌力toporiaochroci℃cea(Henn.&E.Nyman)A.David&

Rajchenb.[TNS-F-39799]C

Russulaceae

Russulasp.[TNS-F-39751]A;[TNS-F-39749]沖縄県西表島

白浜

Russulaci.cたnsifoliaSeer,exGillet(クロハツモドキ近縁）

[TNS-F-39771]B

RussularubescensBeardslee(イロガワリベニタケ）

[TNS-F-39747]A

RussuなsenecisS・Imai(オキナクサハツ)[TNS-F-39809]C

Russulasα伽』苫"bansKongo(ニセクロハツ？）

[TNS-F-398181沖縄県西表島

Stereaceae

Stei℃umhirsutum(Willd.)Pers.(キウロコタケ）

[TNS-F-39792]C

Stei℃umspectabileKlotzsch.(モミジウロコタケ）

[TNS-F-39817]C;[TNS-F-39823]C

幻doboﾉzJsa""osus(Berk.&Broome)Boidin(オオカタウロ

コタケ)[TNS-F-39737]B

Thelephorales

Thelephoraceae

剛eﾉephorasp.[TNS-F-39738]A;[TNS-F-39740]A

Fungiimperfect!

Botry抜おsp.[TNS-F-39711]A

Geniculospoiゾumsp.[TNS-F-39715]C

j台a画asp.[TNS-F-39746]A

Kumanasamuhasp.[TNS-F-39726]C

Dacrymycetes

Dacrymycetales

Dacrymycetaceae

的んceraap.[TNS-F-39721]C

考察

1．子嚢菌類

子嚢菌類は菌類種のおよそ2/3を占める巨大な分類群であ

る．その一部は，肉眼で観察可能な子実体を形成するが，大

部分の子実体は顕微鏡的で，ルーペなどでかろうじて直接観

察が可能なサイズである．また，自然界では多くの場合，カ

ビ（菌糸体）の状態で存在しており，直接の観察を困難なも

のとしている．一般的に菌類観察会で得られる菌類は肉眼的

に検出されるもの（主に坦子菌類のきのこ）が中心なので，

リストにある子嚢菌類の種数は少ないが，詳細な調査によっ

て，さらに多くのものが得られるものと考える．

今回の調査では，温帯から亜熱帯域に一般的に分布するも

の(Z,a肋orme,L.palmae.ニセキンカクアカビョウタケ

D.rufocornea,T.pseudotrichあなど）が得られたほか，亜

熱帯域に特徴的なもの{Cookeinasp.,ハマキタケX

tabacina)が得られている．全体的にみて分類学的に特筆す

るべき種はなく，本調査域において一般的なものが多かった

と考えられる．子嚢菌類の多くには，基質選択‘性がみられる

と同時に，季節‘性もあるため，特定の基質を特定の季節に検

討する調査を繰り返すことによって，調査精度を上げること

ができると考えられる．（細矢間IJ)

2担子菌（軟質菌）

今回の観察会前には雨が少なかったため，軟質の担子菌き

のこの発生は乏しかった．しかし，熱帯系の種の発生を確認

し，西表島が菌類分布の上で重要な地域であることを裏付け

ている．シロコカワキタケP.javanicusは，東南アジアに普

通に分布し，日本の宮崎県青島が分布の北限であるが，採集

例は多くはなく，西表島では，これが最初の記録となる．シ

ロヒカリタケ〃nam〃は熱帯に広く分布する発光菌で，沖

縄が北限となっている．また，ネッタイカタハA〃』”Zum

は小笠原・沖縄が北限で，西表島では初記録である．ケガワ

タケL.squarrosulusは関東以南に分布する．本州では発生

例が多くはないが，西表島では普通種となっている．トキイ

ロヒラタケPdjamorは,和名の語源となった朱紅色のほか，

今回採集された白色のものもあるが，近縁種と混同されるこ

とが多い．
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その他，同定できなかった種があり，その多くは未報告の

種であるため，今後さらに分類学的研究を行う必要がある．

(根田仁）

3．多孔菌類

多孔菌類はいわゆるサルノコシカケ類のことであり，材分

解者として最も重要な菌群の一つである．これらは従来ヒダ

ナシタケ目数科に分類されていたが，分子系統学的研究の結

果，多数の目に含められるべき多系統群であることが明らか

になっている．熱帯産種，アジア産種には系統学的位置が不

明な種が多く，今後の種について属の組み替えが必要になる

と考えられる．

高い頻度で採集されたウチワタケ〃'.afSn由をはじめとし

て，今回の調査で採集された種のほとんどはマレーシアなど

東南アジア低地熱帯林との共通種であった．一方，国内冷温

帯との共通種は，クジラタケ釘orientalis,ツヤウチワタケ

M.vern花わesなど数種のみであった.このうちツヤウチワタ

ケは冷温帯域に分布する個体群と亜熱帯から熱帯域に分布す

る個体群にかなりの形態的差があることなどから今後別種に

される可能‘性もある．こうしたことから，西表島における多

孔菌類相は東南アジアとの関連が深いと考えられる．

なお，多孔菌類には大径木に依存する希少な種が多く，多

孔菌相解明にはより原生度の高い地域を含んだ大面積の調査

が不可欠である．西表島には広大な面積の天然老齢林が残さ

れており，今後未記載種を含めた多数の希少種分布が確認さ

れる可能‘性がある．（服部力）

4．特筆すべき担子菌

いわゆるきのこのほとんどが担子菌門に属する．日本では

約2,000種，世界では約2万種が知られるが，未知種を含め

ると10万種以上であると推定されている．きのこの分布は

気候および植生に強く影響を受けることから，熱帯に属する

西表島には独特のきのこ相が知られている．

今回の調査では，直前に台風の影響があったものの全体に

乾燥気味で,肉質のきのこが少なかったことが残念であった．

特筆すべきは外生菌根菌の少なさで，ホウキタケ属Ramaria

sp.,テングタケ属Amanitasip.,ベニタケ属Hussulasv.,

イボタケ属肪elephorasp.それぞれで数種ずつしか観察され

なかった．今後，雨季を中心として調査を継続することで，

より多くの外生菌根菌を確認する必要がある．一方，腐生菌

は数多く見られ，地上生のシロソウメンタケ属Clavariasp.

などは種のレベルで詳しく調べる必要がある．（保坂健太郎）

5．発光性きのこと西表島・石垣島に特異的なきのこ

今回発光'性きのことしてはシロヒカリタケ〃mam〃の他

にクヌギタケ属ハのでenasp・が2種採集された．そのうちの1

種は2005年5月22日に石垣島バンナ公園で採集してホシノ

ヒカリタケという仮称で呼んでいるきのこと同種であると,思

われるが，精査が必要である．もう1種は傘の径が5mm以

内という小型のきのこで,今までに記録のなかった種である．

この種についても今後の調査が待たれる．

日本の他の地域で見られず，今のところ西表島・石垣島に

のみ見られるきのことしてはC施怠ulphm没如sがある．こ

の種は最初Berkeleyによって1885年に記載され,Singer

により1947年にα"stoagaricusに転属された．本種は熱帯

‘性でタイ王国では普通に見られ，図鑑14,15)にも紹介されて

いる．村上は東北部のKhonKaen県で採集しているが，

Chachoengsao県,Chanthaburi県,Phetchabun県，

Songkhla県,MaeHongSon県,Bangkokからも記録があ

る．（村上康明）

6．沖縄の気候，植生ときのこ

沖縄県は，49の有人島と多くの無人島から成り，東西約

1,000km,南北約400kmと広大な県域を持つ．沖縄本島と

西表島とは約410km離れている．平年値でみると，福岡に

おける年平均気温17℃に対し，沖縄本島那覇では23℃，西

表では24℃であり，最寒月1月の平均気温は福岡6℃，那覇

17℃，西表島18℃である．しかし，年降水量には差があり，

福岡の1,774mm,那覇,2,041mm,西表島2,305mmと，

那覇と西表島の較差も大きい．植生・気温・降水量に基づく

改良ケッペンの気候区分')によると，西表島は熱帯雨林気候

区に属し，乾季がなく，最高温度22℃以上の属‘性をもつ．こ

れに対し，沖縄本島は最寒月10℃以上，最暖月22℃以下で

ある温帯に属す．

沖縄県は，鹿児島県の薩南諸島から台湾をつなぐ琉球諸島

に位置する．弧状に連なる島々の配置からも想像できるよう

に，これらは7万年から1万年前の最終氷河期には一連の陸

橋を形成し'6)，大陸と地続きであった．植生をみると，沖縄

本島の常緑広葉樹林は，西南日本の広葉樹林を核として，大

陸からの熱帯系の植物要素が混ざり，さらに，陸島となった

ために本地域固有の様相を呈している'7)．西表島では，上

記のように年間降水量は比較的多く，海洋‘性の熱帯‘性に近い

気候環境のもとで，大陸由来の常緑広葉樹林を中心とした原

生林が保たれている．

これまで沖縄本島のきのこ相については，宮城による調査

の結果,62種が報告2,3)され，日本菌学会菌類採集会では109

種が報告5)された．一方，西表島・石垣島に生息する菌類に

ついての報告は，宮城6)による53種，およびFukiharuand

Hongoによる9種がある．また，高橋18)により，石垣島を中

心としたきのこの記載が順次進められている．今回，2日間

で68種類が鑑定され，105個の標本が保管された．季節を

変えて，同様の観察会を繰り返すことにより，西表島のきの

こ相は次第に明らかにできるものと考えている．（寺嶋芳江）

要約

本観察会の目的は，西表島のきのこ相を明らかにすること

にあった．参加者は36名であり，2011年6月11日には浦

内川上流（軍艦岩からマリユドウの滝まで）および琉球大学

熱帯生物圏研究センター西表研究施設付近マーレー川におい

て，6月12日には大富遊歩道において，採集が行われた．そ
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の結果，68種類が鑑定され，105個の標本が国立科学博物館

に保管された．
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Fig. 2. Photos of identified mushrooms labeled with specimen numbers.
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Fig. 2. Photos of identified mushrooms labeled with specimen numbers (continued).
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